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１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたし

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19

号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

１．当該事象の発生年月日

平成28年３月28日（取締役会決議日）

 

２．当該事象の内容

　①関係会社出資金評価損発生見込について

　当社の連結子会社である東邦化学（上海）有限公司（以下、「同社」という。）は、会社設立から中国当局の生産

開始の認可取得まで当初計画より２年程遅れ、さらに、生産開始後も主要製品のユーザーの認証取得遅れなどによる

販売の低迷及び中国経済の減速の影響も相俟って、赤字幅が大幅に拡大した経緯にあります。

　この結果、当社の平成28年３月期通期の個別決算において、同社の2015年12月末の純資産額が、当社の出資金の帳

簿価格と比較して著しく低下していると認められることから、関係会社出資金評価損を特別損失に計上するものであ

ります。

 

②退職給付費用発生見込について

　当社及び連結子会社１社が加入しております日本界面活性剤工業厚生年金基金は、平成27年２月20日に開催された

代議員会で、同基金の解散方針を決議し、正式な解散決定を平成28年10月頃に予定しております。

これに伴い、当社及び連結子会社１社は、同基金の解散を見込み、基金独自の加算年金部分を退職一時金として支

給すべく、当社及び連結子会社１社の退職手当規程の改訂を行い、平成28年４月１日より実施する予定であります。

　この結果、本退職手当規程の改訂に伴う一時的な退職給付費用を特別損失に計上するものであります。

 

３．当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

　当該事象の発生により、平成28年３月期において、下記のとおり関係会社出資金評価損及び退職給付費用を特別損

失として計上する見込みです。なお、当該関係会社出資金評価損は、連結決算においては相殺消去されるため、連結

業績に与える影響はありません。

〈個別〉

関係会社出資金評価損　　12億50百万円（概算）

退職給付費用　 　　　　 ５億40百万円（概算）

〈連結〉

退職給付費用　 　　　　 ５億80百万円（概算）

 

以　上
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